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①アレルギー疾患患者や家族に対する相談対応

対応
方法

時間 対応者 内容

獨協医科大学
拠点病院

電話
メール

随時 医師

アレルギー疾患に係る9診療科が対応し、該当科で疾患及び
症状等の相談に幅広く対応するよう電話連絡以外にアレル
ギーに係る相談窓口をHPに作成し、メールで相談を実施。
月1～2回の相談あり。

相談体制・重症患者の受け入れ

一部抜抜粋 メール相談例

日付 診療科 住まい 歳 疾患名 相談内容 受診希望 当センターを知ったきっかけ

7月20日 小児 栃木県 1歳 食物アレルギーと喘息 入院負荷試験について 有 その他

8月24日 皮膚 栃木県 36歳 スティーブンス・ジョンソン症候群 コロナワクチン接種について可能か否か 有 他のHPをみて

9月17日 呼アレ→小児科 栃木県 1歳 食物アレルギー 牛乳アレルギーあり。どうしたらよいか 有 他のHPをみて

9月24日 呼アレ 栃木県 49歳 化学物質過敏症 治療が可能かどうか 有 当HPをみて

10月25日 耳鼻 埼玉県 59歳 香料、ウレタンアレルギー 香料アレルギー検査ができるか否か 有 当HPをみて

11月25日 呼アレ 群馬県 16歳 食物アレルギー 卵を食べれない。食べれるように挑戦 有 当HPをみて

11月30日 皮膚 茨城県 58歳 薬物アレルギー どの薬が合っているか調べてほしい 有 当HPをみて

12月3日 呼アレ 栃木県 46歳 薬のアレルギー 薬のアレルギーを調べてもらいたい 有 当HPをみて



②地域の医師・看護師・薬剤師・栄養士等
に対するアレルギー疾患研修会の実施

内容

獨協医科大学
拠点病院

日本小児臨床アレルギー学会小児アレルギーエデュケーター(PAE)および日本アレ
ルギー学会アレルギー疾患療養指導士（CAI）を増やすためにも、県内のアレルギー
専門メディカルスタッフの育成を目指し、3月4日に県内のアレルギー標榜科の医
師とその病院のメディカルスタッフを対象に「栃木県アレルギー疾患研修会」
を開催し、終了後に県知事、栃木県医師会、拠点病院から「栃木県アレルギー療
法士」の修了書を渡した。また、新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、WEB講演
で行い、医師・看護師・薬剤師・栄養士等の医療従事者101名が参加された。

人材育成



③アレルギー疾患に対する情報提供

内容

獨協医科大学
拠点病院

下記の県内32施設、食物負荷試験可能施設のマップの作製。これを拠点病院HPに掲
載し、医療機関と県民に情報提供する。県のHPと相互リンクし、利便性を考えた。

情報提供

食物負荷試験実施の公表に了承した医療機関



④アレルギー疾患に係る診療支援の研究

内容

獨協医科大学
拠点病院

下記に示すように栃木県の小学3年生を対象とした呼吸機能低下児童の実態調査を
令和3年3月に実施した。目的として成人の呼吸器疾患である「慢性閉塞性肺疾
患COPD」や「喘息とCOPDのオーバーラップ」の予備軍がどれくらい存在するか
を調査した。
また、治療中の児童であれば原因検索、未治療であればアレルギーセンター拠点病
院受診を勧める対策をし、アレルギー疾患治療の均一化を目指した研究である。
栃木県内の14校に参加協力いただき、下記のとおり行った。

研究

対象

結果①



気管支喘息関連の詳細 症例数

新規に気管支喘息と診断 5例

アンダートリートメント 5例

アドヒアランス不良 1例

長期管理を自己中断 2例

気管支喘息の既往はあるがフォロー終了 14例

• 気管支喘息に関連する呼吸機能検査異常が27症例と最も多く認めた。

（この結果に、気管支喘息の過小診断や過小治療が関連していた。）

• 次に、異常症状はなく呼吸機能検査異常のみが23症例と多く認めた。

、、

④アレルギー疾患に係る診療支援の研究

結果②


